シンガポール法律事務所におけるインターンシップ

(本学司法研究科在学生および司法試験準備生対象)
海外法律事務所におけるインターンシップの可能性をお知らせします。ホストの事務所からの通信文の和訳を以下に掲げ、同事務所のパンフレットを添付します。

これは、本学カリキュラム上のエクスターンシップとは別のもので、有志の学生が任意に参加するものです。

英語能力は高橋宏司助教授が代行審査しますが、インターンとしての契約は、本学は当事者とならず、参加学生とホスト事務所との間の個別契約となります。現地での安全は、海外旅行の場合と同じく各自の責任となりますので、海外旅行傷害保険を手配してください。なお、本学司法研究科在学生(司法試験の準備生を除く)の参加者には旅費等の費用を一部補助をします（金額は未定）。

このプログラムについて関心のある人は、高橋宏司助教授までご連絡ください。質問も受け付けます。
-------------------------------------------------------------------------------------------------------------

我々のインターンシップ・プログラムに興味を示していただき感謝いたします。貴校学生が本プログラムに参加していただくことを嬉しく存じておりますし、学生たちにとって有意義な経験となると確信しております。

本プログラムは、日本の法学の学生にとって、シンガポールの渉外法律事務所での仕事を観察・体験するよい機会であると思われます。また、コモン・ロー国の訴訟、特に国際的な商事および海商法事件における訴訟手続についても学ぶよい機会であると思われます。同志社大学司法研究科のいずれの学年の学生からの申込も喜んでお受けいたします。本プログラムの条件は下記のとおりです。

[image: image1.emf]
[image: image2.emf]期間：１～２週間（インターン申請者とJTJB法律事務所の双方の合意による）。

時期：８月中旬から９月下旬、ただしそれ以外の時期も相談に応じます。
場所：JTJB法律事務所　シンガポール本部

[image: image3.emf]時間：午前９：００～午後５：３０（昼休み：午後１時～２時）

資格：TOEIC 900点以上、または同等の英語力を有する者

申請方法：インターン開始を希望する時期より少なくとも２ヵ月前に、JTJB法律事務所Kenneth Lie宛にemailにて直接申し込む(アドレス：kennethlie@jtjb.com)。申請者は、当事務所にインターンシップを志望する簡単な理由、学歴の詳細および、最近撮影したパスポートサイズの写真を提出すること。

渡航費および滞在費:　インターン学生が負担。

注：インターンにはデスクが支給され、利用状況に応じてインターネット接続に可能なデスクトップ・コンピューターの使用も可。インターンは事件記録を参照し、当事務所弁護士の仕事を観察することができる。また、弁護士に伴って裁判の傍聴も可能である。自発的に文献調査や法的意見の起草をする機会も与えられ、そのための文献の利用も認められる。さらに、当事務所に以前より勤務している他のインターンや修習生と交流し、彼らの経験から学ぶこともできる。

全てのインターンは、当事務所を代表するプロとして、適切な振る舞いを求められます。それには、以下のことが含まれます：仕事上接した情報についての守秘義務。仕事にふさわしい服装。事務所ではフォーマルな服装を着用のこと（例えば、長袖のシャツ、ブラウスおよびズボン、スカート）。また、法廷用の服装も用意のこと：長袖の白シャツ、ダークカラーのジャケットまたはスーツ、男性はダークカラーのネクタイ、ズボン、女性はダークカラーの長スカート、ズボン。

貴校の学生のお役に立てれば幸いです。近いうちにお申し込みがあることをお待ち申しております。

JTJB法律事務所パートナー

Kenneth Lie

